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き
れ
い
な
花
を

い
っ
ぱ
い
咲
か
せ
よ
う
‥

こ
の
運
動
は
、
子
ど
も
た
ち
が
協
力
し

な
が
ら
花
を
育
て
る
こ
と
で
、
命
の
尊
さ

や
優
し
い
思
い
や
り
の
心
を
育
む
こ
と
を

目
的
と
し
て
全
国
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

足
利
市
で
は
、
足
利
人
権
啓
発
活
動
地

域
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
が
主
催
と
な
り
、

毎
年
市
内
の
小
学
校
の
中
か
ら
４
校
を
選

定
し
て
人
権
の
花
運
動
を
実
施
し
て
い
ま

す
。〈

フ
年
度
は
、
青
葉
小
学
校
、
桜
小
学
校
、

北
郷
小
学
校
、
坂
西
北
小
学
校
の
４
校
に

５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
、
同
協
議
会
か

ら
花
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

各
学
校
で
は
、
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
全

校
児
童
と
教
職
員
が
見
守
る
中
、
人
権
擁

護
委
員
か
ら
代
表
児
童
た
ち

へ
花
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

児
童
か
ら
の
お
礼
の
言
葉

の
後
に
は
、

代
表
の
人
権
擁
護
委
員
か
ら

「人
権
の
花

を
通
し
て
思
い
や
り
や
優
し
い
心
を
育
ん

で
は
し
い
」
、
「
思
い
や
り
を
持

っ
た
立
派

な
大
人
に
な

っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
話
が

あ
り
ま
し
た
。

贈
呈
さ
れ
た
人
権
の
花
は
、
児
童
ら
に

よ

っ
て
校
内
の
花
壇
や
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植

え
ら
れ
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
水
や
り
な

ど
を
行
い
、
元
気
で
き
れ
い
な
花
を
た
く

さ
ん
咲
か
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

人
権
の
花
運
動

【人
権
の
花
を
育
て
た
感
想
】
（児
童
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
）

●
花
の
お
世
話
を
た
く
さ
ん
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
き
れ
い
に
咲
い
て
く
れ
る
か

ら
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

●
「人
権
の
花
」
と
し
て
育
て
た
花
は
、
命
の
大
切
さ
を
知

っ
て
育
て
た
も
の

だ
っ
た
の
で
、
今
ま
で
育
て
た
植
物
の
中
で

一
番
心
を
こ
め
て
育
て
ら
れ
た

と
思
い
ま
す
。
虫
が
つ
い
て
し
ま

っ
た
と
き
、
自
分
も
虫
が
苦
手
だ
け
ど
、

花
の
た
め
に
取
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
少
し
強
く
な
れ
た
と
き
も
あ
り
ま
し
た
。

特
に
、
つ
ぼ
み
だ

っ
た
花
が
咲
い
た
と
き
は
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
動
か

な
い
け
ど
、
生
き
物
と
し
て
世
話
を
し
た
の
で
、
物
や
人
、
他
の
動
物
を
大

切
に
す
る
気
持
ち
も
強
く
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。●

み
ん
な
で
花
に
水
を
あ

げ
た
り
、
草
む
し
り
を

す

る

の

は

楽

し

い

と

思

っ
た
。
花

に
水
を
あ

げ
た
り
し
な

い
と
す
ぐ

に
枯
れ
て
し
ま
う
の
で
、

水
を
あ
げ
た
り
す
る
の

は
大
切
だ
と
思
っ
た
。

●
今
回
自
分
で
人
権
の
花

を
植
え
て
、
と

て
も
楽

し
か

っ
た
で
す
。　
一
回

枯
れ
て
し
ま

っ
た
け
ど
、

枯
れ
て
し
ま

っ
た
花
か

ら
た
く
さ
ん

の
種
が
出

て
き

て
、
ま
た
植

え
た

ら
出

て
き

て
、
と

て
も

う

れ

し

か

っ
た

で

す
。

ま
た
植
え
た
い
で
す
。

「足利市には日本遺産・足利学校があります。そして学校には論語があり、今、小学生たちも

論語の素読をしています。その論語の中に「恕」*の言葉があります。足利市民は互いに認め合い、

思いやり、住み良い、明るい街にしていきたい」との思いから名づけられました。

*「恕」…f思いやり」のこと。

し こう と

「子貢問 て日わく、一言にして以て終身之れを行うべき者有りや、と。

.其れ恕か。己の欲せぎると所、人に施すこと勿かれ、と。」

(書き下し文 :足利市教育委員会編集 発行「論語抄」から)

題字の

「おもいやり」
とは

し  t

子日わく

_ヽン
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ご存知ですか?

部落差別解消推進法が
施行されています

ー

「部落差別の解,≡の推進に関する法律 (部落差別解消推進法 )」 が、平成28年 12月 16日 に施行されました。

すべての匡民が等しく基本的人権の享有を保証する日本国憲法の理念にのつとり、部落差別の解消の必要性について国民の

理解を深め、言「落差別のない社会を実現することを目指した法律です。

この法律ては、現在も部落差別が存在していることや、部落差別は許されない社会悪であることを明確にしています。また、

部落差「 」の解決は、国や地方公共団体の責務であることを改めて明確にするとともに、国や地方公共団体の役割 (法に基づい

た部落差別を解,肖するために必要な教育や啓発への取り組み)を定めています。

足利市では、より多くの方々に部落差別解消推進法を知っていただき、理解を深めていただけるよう、部落差別をテーマと

した講演会などの人権啓発事業の中で、市民の皆様や行政職員それぞれに 部落差別に関する内容を主とした事業の実施に

取り組んでいます。

私たち一人ひとりが、お互いの人権を尊重し合い、差別や偏見のない明るい社会を築いていきましよう。

「部落差別解消推進法」の条文です
(平成28年 12月 16日 法律第109号 )

(目 的)

第一条 この法律は、現在もなお部落差別が存在するとともに、情報化の進展に伴つて部落差別に関する状況
の変′

`が
生 じていることを踏まえ、全ての国民に基本的人権の享有を保障する日本国憲法の理念にのつとり、

部落差「 |´ |ま言午されないものであるとの認識の下にこれを解消することが重要な課題であることに鑑み、部落

差号|_●
=二
,≒ |こ 輩 |ンヽ基本理念を定め、並びに国及び地方公共団体の責務を明らかにするとともに、相談体制

の充実等 |こつ、,て
=め
ることにより、部落差別の解消を推進し、もつて部落差別のない社会を実現すること

を三E:こ する .

(基不理念
・

第二条 詈F落差別の解消に関する施策は、全ての国民が等しく基本的人権を享有するかけがえのない個人とし
て尊重されるものであるとの理念にのっとり、部落差別を解消する必要性に対する国民一人一人の理解を深

めるよう努めることにより、部落差別のない社会を実現することを旨として、行われなければならない。

(国及び地方公共団体の責務 )

第三条 匡は、丁条の基本理念にのっとり、部落差別の解消に関する施策を講ずるとともに、地方公共団体が
講ずる部落差月|」●

=こ

'豊

|こ関する施策を推進するために必要な情報の提供、指導及び助言を行う責務を有する。

2 地方公共団体は、前条の基本理念にのつとり、部落差別の解消に関し、国との適切な役割分担を踏まえて、
国及び他の地方公■団体との連携を図りつつ、その地域の実情に応じた施策を講ずるよう努めるものとする。

(相談体制の充実)

第四条 国は、部落差別に関する相談に的確に応ずるための体制の充実を図るものとする。
2 地方公共団体は、国との適切な役割分担を踏まえて、その地域の実情に応じ、部落差別に関する相談に的
確に応するための体制の充実を図るよう努めるものとする。

(教育及び啓発)

第五条 国は、部落差別を解,肖するため、必要な教育及び啓発を行うものとする。
2 地方公共団体は、国との適切な役割分担を踏まえて、その地域の実情に応じ、部落差別を解消するため、
必要な教育及ひ啓発を行うよう努めるものとする。

(部落差別の実態に係る言周査)

第六条 国は、部落差別の解消に関する施策の実施に資するため、地方公共団体の協力を得て、部落差別の実
態に係る調査を行うものとする。

附 則
この法律は、公布の日から施行する。

0法務省ホームベージ 同和問題と|よ (http1//www mO」 gO ip/JINK巨 N/」 |∩ ken04_00127 html)

１２
月
４
日
～
１０
日
は

人
権
週
間
で
す

2
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12月 4日から10日は人権週間です !

足
利
市
の

，人
権
擁
護
委
員
“

足
利
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
足
利
部
会

小
学
生
人
権
書
道
コ
ン
テ
ス
ト

委
員
〈王
員
で
作
品
を
審
査

そ
の
他
の
啓
発
活
動
等

。
人
権
相
談

・
小
学
校
で
の
人
権
の
花
運
動

。
公
民
館
で
の
人
権
講
話

・
学
校
で
の
人
権
教
室

。
地
区
団
体
で
の
人
権
講
話

。
ひ
と
ｔＯ
ひ
と
の
フ
オ
ー
ラ
ム

足
利
の
開
催
　
な
ど

人
権
課
題
を
め
ぐ
る

最
近
の
法
律
を
紹
介

【障
害
者
差
別
解
消
法
】
（障
害
を
理

由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関

す
る
法
律
）

Ｈ
２８
　
４
　
１
施
行

全
て
の
国
民
が
、
障
が
い
の
有
無

に
よ

つ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な

く
、
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し

合
い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
の
実
現

に
向
け
、
障
が
い
を
理
由
と
す
る
差

別
の
解
消
を
推
進
す
る
法
律
て
、
障

が
い
を
理
由
と
し
た
不
当
な
差
別
的

取
扱
い
の
禁
止
と
合
理
的
配
慮
の
提

供
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

０
内
閣
府
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
ー
障
害
を

理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進

（コ
鮮
０
一ヽ
ヽ
＞́
どヽく
≦
ヽ
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
・∞
〇
」
０
ヽ

∽
コ
〇
⊂
∝
∞
一ヽ
∽
⊂
一∽
Ｊ
一⊃
ヽ
∽
①
σ
①
天
∞
↓

３
計ヨ
一）

【
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
】
（本
邦

外
出
身
者
に
対
す
る
不
当
な
差
別
的

言
動
の
解
消
に
向
け
た
取
組
の
推
進

に
関
す
る
法
律
）

Ｈ
２８

６

３
施
行

日
本
に
居
住
し
て
い
る
外
国
出
身

者
や
そ
の
子
孫
に
対
す
る
差
別
意
識

を
助
長

・
誘
発
し
、
地
域
社
会
か
ら

排
除
す
る
こ
と
を
扇
動
す
る
よ
う
な

言
動
の
解
消
に
取
り
組
む
こ
と
を
定

め
た
法
律
で
す
。

Ｏ
法
務
省
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ

ベ

イ
ト

ス
ピ
ー
チ
に
焦
点
を
当
て
た
啓
発

活
動
（耳
ぎ
ヽ
ヽ
≦
妥
≦
・ヨ
○
』“
〇
こ
０
ヽ

⊆
Ｚ
ス
田
Ｚ
ヽ
一一⊃
天
①
⊃
〇
、
‐
〇
〇
二
〇
∞

ゴ
計ヨ
一）

【再
犯
防
止
推
進
法
】
（再
犯
の
防
止

等
の
推
進
に
関
す
る
法
律
）

Ｈ
２８

１２
　
１４
施
行

仕
事
や
住
居
、
身
寄
り
が
な
い
た

め
孤
立
し
が
ち
な
刑
を
終
え
て
出
所

し
た
人
が
、
国
民
の
理
解
と
協
力
を

得
て
社
会
復
帰
す
る
こ
と
を
支
援
し
、

再
犯
の
抑
制
を
め
ざ
す
法
律
で
す
。

０
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
…
再
犯
の

防
止
等
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の

施
行
に
つ
い
て

（耳
ぎ
一ヽ
ぎ
≦
妥
・３
０
』“
〇
こ
０
ヽ

す
↓∽
，
〇
ヽ
∽
①
一∽
①
天
⊂
，
＜
〇
⊂
天
①
、ヽ

，
一∽
，
〇
〇
ヽ

〇
〇
〇
ヽ
④
３
｛３
一）

足
利
市
内
に
は
、
現
在
１３
名

の
人
権
擁
護
委
員
が
い
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
の
人
権
が
侵

害
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に

常
に
見
守

つ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

よ
り
多
く
の
方
に
人
権
に
つ
い

て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
市
や
法
務
局
と
連
携
し
て

様
々
な
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

足
利
市
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い

り
―
フ
レ
ツ
ト
や
啓
発
物
品
の

配
布
と
、
人
権
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
着
ぐ
る
み
で
Ｐ
Ｒ
活
動

足
利
市

「い
の
ち

。
愛

。
人
権
」
展

り
―
フ
レ
ツ
ト
や
啓
発
物
品
を

配
布

人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

ボ
ス
タ
ー
審
査
会
の
委
員
と
し

て
作
品
を
審
査

3

人
権
擁
護
委
員

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
民
間
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
た
ち
で
、
人
権

相
談
や
各
種
啓
発
活
動
、
人
権

侵
害
被
害
者
の
救
済
の
お
手
伝

い
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
人
権
擁
護

委
員
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ｔ
●
〓
り
一

_`ン

一
　

、
■

―‐
 ||||‐

―
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今年のフォーラムは、12月 9日 (土)に「コムフアースト・アビタ足利店
1階 コム広場」、10日 (日 )に「足利市民プラザ文化ホール」で開催します。
詳しくは、ポスター・チラシ、「あしかがみ」(11月号)を見てね

人権尊重の意識づくりと男女共同参画社会の実現を図るため、「人権週間」に伴う

啓発事業の一環として、フォーラム実行委員会が中心となつて開催しています。

【第 1部】表彰式 【第2部】講演会

人,"メ ‐′0,,,ター

【第3部】展示会・着ぐるみショー

結婚問題について対談形式で講演

(8月 24日 )

人
権
啓
発
活
動紹
介
②

足
利
市
で
は
、
市
民

一
人
ひ

と
り
が
人
権
尊
重
の
理
念
を
正

し
く
理
解
し
、
様
々
な
人
権
問

題
に
関
す
る
差
別
意
識
の
解
消

を
目
的
に
、
８
月
の
栃
木
県
人

権
教
育

・
啓
発
推
進
県
民
運
動

協
調
月
間
に
合
わ
せ
て
、
人
権

問
題
講
演
会
を
毎
年
３
回
開
催

し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
「部
落
差
別
解

消
推
進
法
」
が
平
成
２８
年
１２
月

に
施
行
さ
れ
た

こ
と
に
伴

い
、

「同
和
問
題
」
を
テ
ー

マ
に
７

月
２４
日
、
８
月
９
日
、
８
月
２４

日
に
開
催
し
ま
し
た
。

人
権
問
題
講
演
会
は
、
市
職

員
の
人
権
研
修
を
兼
ね
て
お
り
、

述
べ
で
約
１
，０
０
０
名

の
市

職
員
と
約
３
０
０
名
の
市
民
や

団
体

・
企
業
関
係
者
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
３
回
の
講
演
と

も
部
落
解
放
同
盟
栃
木
県
連
合

会
の
協
力
の
も
と
、
解
消
法
が

誕
生
し
た
経
過
や
意
義
、
課
題

等
の
分
か
り
や
す
い
解
説
の
ほ

か
、
結
婚
問
題
を
テ
ー
マ
と
し

た
対
談
形
式
の
講
演
等
を
行
い

ま
し
た
。

様
々
な
人
権
課
題
②

「北
朝
鮮
当
局
に
よ
る

人
権
侵
害
問
題
」

「拉
致
問
題
そ
の
他
北
朝
鮮

当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
ヘ

の
対
処
に
関
す
る
法
律
」
が
平

成
１８
年
６
月
に
施
行
さ
れ
、
我

が
国
の
緊
急
の
国
民
的
課
題
で

あ
る
拉
致
問
題
の
解
決
を
は
じ

め
、
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権

侵
害
問
題

へ
の
対
処
が
、
国
際

社
会
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き

課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
間

題
に
つ
い
て
の
関
心
と
認
識
を

深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

国
で
は
、
拉
致
問
題
の

一
日

も
早
い
解
決
の
必
要
性
を
多
く

の
方
々
に
理
解
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
毎
年
１２
月
１０
日
か
ら

１６
日
ま
で
の
１
週
間
を

「北
朝

鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」

と
定
め
て
い
ま
す
。

4
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＼ 昨年の
「ひとtoひとのフォーラム足利2016」 の様子

「世界人権宣言」と「人権週間」

世界人権宣言は、 1948(昭 和23)年 12月 10日 に、国際連合総会で採択され、その後、
12月 10日 は「人権デー」に指定され、国連をはじめ各国で「人権」をテーマに様々な行事が
行われています。

この宣言は、前文と30の条文で構成されています。全世界すべての人々の人権を守ることを
公的に明らかにしたもので、多くの国々で翻訳されており、世界的にも重要な文書のひとつです。

日本では、 12月 4日 から10日 を「人権週間」に定めて、全国的に人権意識の高揚を図るた
めの啓発活動が展開されています。

足利市では、「ひと toひ とのフォーラム」の開催や人権推進広報紙「おもいやり」を発行し、
たくさんの市民の方に「人権」を考えてもらえるような取り組みをしています。
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